
マルチモーダルモデルの動向

上野
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✓大規模言語モデル

✓マルチモーダルモデル

─ シングルタスクを解くマルチモーダルモデル

─ マルチタスクを解くマルチモーダルモデル

目次



～大規模言語モデル～
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✓OpenAIによって発表されたLLM

─ チャット形式で応答できるようにRLHFで学習され，一般に公開

─ RLHF：人間のフィードバックに基づく強化学習

✓モデル構造・データなどはすべて非公開

✓特にテキスト応答の性能が圧倒的であり，GPT-4とのチャット履歴を

用いて新たなデータセットが構築されている

─ ShareGPTなど

GPT-4 Technical Report, arXiv, 2023



5

✓Metaより発表されたLLM(ソースコード公開，商用利用不可)

✓既存のLLMで提案されたアーキテクチャを組み合わせて

高性能を達成した

LLaMA: Open and Efficient Foundation Language 
Models, 2023, arXiv
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✓ LLaMAをベースとした商用利用可能なオープンソースのLLM

─ RLHFを用いてChatも可能なLLaMA2-Chatもリリース

✓モデル構造はLLaMAからAttentionの構造のみ変更

─ Queryをグループ化して計算することで速度を犠牲にして性能を向上

✓ 2兆トークンのテキストデータで学習（LLaMAは1.4兆）

Llama 2: Open Foundation and Fine-Tuned Chat 
Model, 2024, arXiv
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✓ 8Bモデル，70Bモデルの構造はLLaMA2から変わらず

─ トークナイザは128Kにスケーリング

✓ 15兆トークンで学習（95%が英語，残りが多言語30種）

─ 学習に使用したGPUは24Kクラスタ×2

✓今後，400Bモデル・マルチリンガルモデル・マルチモーダルモデルが

登場予定

─ 同時にTechnical Reportも公開予定

Introducing Meta Llama 3: The most capable 
openly available LLM to date, 2024, Meta



～シングルタスクを解くマルチモーダルモデル～
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✓言語や画像によってプロンプト可能なセグメンテーションモデル

─ 座標・Bounding Box・テキストなどが利用可能

Segment Anything, 2023, arXiv
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✓物体検出モデルのDINOを拡張し，Groundingタスクを解けるように

テキストを処理するTransformerを導入

─ Grounding：言語と対応する画像中の領域を参照するタスク

Grounding DINO: Marrying DINO with Grounded
Pre-Training for Open-Set Object Detection, 2023, arXiv
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✓Groundingにおいて入力テキストが物体を明示していない場合も，

推論によって正しい物体を検出可能なモデル

─ 「冷たい飲み物が欲しい」という入力から，冷たい飲み物が存在する(確率が高い)

冷蔵庫を検出

✓推論能力を強化するためChatGPTとの会話ログをデータセットに使用

DetGPT: Detect What You Need via Reasoning,
2023, arXiv
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✓異常度マップとViT(視覚モデル)の特徴量をLLMに入力して扱うことで

工業製品の外観検査とインタラクションが可能なモデル

─ 異常度マップはPadimやAnomalyGPT，PatchCoreなどの既存モデルを使用

Myriad: Large Multimodal Model by Applying Vision
Experts for Industrial Anomaly Detection, 2023, arXiv



～マルチタスクを解くマルチモーダルモデル～
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✓画像と言語をシーケンスとして扱うマルチモーダルモデル

✓物体検出などの画像認識から，VQAやキャプショニングなどの

視覚言語タスクを同時に学習・推論可能

OFA: Unifying Architectures, Tasks, and Modalities Through
a Simple Sequence-to-Sequence Learning Framework, 2022, ICML
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✓単一のTransformerとVQ-VAEのヘッドを活用し，CVとNLPの90を超える

多様なデータセットで学習したモデル

─ ゼロショットでOFAよりも複数のタスクに対して高精度を達成

Unified-IO: A Unified Model for Vision, 
Language, and Multi-Modal Tasks, 2022, arXiv
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✓複数画像とそれに対応する言語入力を可能とし，対照学習や

In-Context Learning（後述）を可能に

Flamingo: a Visual Language Model for Few-Shot
Learning, 2022, NeurIPS
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✓入力と出力の例をプロンプトとして与えることで，

モデルにタスクを理解させ出力を強制する技術

✓GPT-3で提案されて以降，特に

NLPの分野で使われてきた

（補足）ICL: In-Context Learning

入出力の例から文脈を理解して回答

6 + 8 = 14
8 + 2 = 10
2 + 0 = 2
3 + 4 = ?

→ ７

例示

回答

Hello
World
Dog
Bread

→ パン

-->
-->
-->
-->

こんにちは
世界
犬
?

例示

回答
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✓Flamingoがコード・データともに非公開だったため

Flamingoを再現し，オープンソースで公開

─ 基本的な構造は全てFlamingoに準拠

OpenFlamingo: An Open-Source Framework for Training
Large Autoregressive Vision-Language Models, 2023, arXiv
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✓OpenFlamingoをベースに，In-Context Learning能力を強化する

為のデータセットで追加学習されたモデル

─ モデルは（Open）Flamingoに準拠

Otter: A Multi-Modal Model with In-Context
Instruction Tuning, 2023, arXiv
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✓画像特徴と言語特徴の融合に特化したQuerying Transformerを提案

─ それまでのマルチモーダルモデルでは，特徴量の融合はMLP，Attention，Concat

などが利用されてきた

BLIP-2: Bootstrapping Language-Image Pre-training with
Frozen Image Encoders and Large Language Models, 2023, arXiv
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✓GPT-4に画像入力が可能となり，マルチモーダルモデルに進化

✓モデル構造などはGPT-4と同様，非公開

The Dawn of LMMs: Preliminary Explorations
with GPT-4V(ision), 2023, arXiv
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✓GPT-4を用いて作成したInstruction Following Datasetで学習したモデル

✓モデル構造はLLaMA(言語モデル)×CLIP ViT(視覚モデル)×線形射影(融合)

(LLaVA) Visual Instruction Tuning, 2023, NeurIPS



23

✓ LLaVAから4つの変更を施し性能向上

─ プロンプトの調整

─ 線形射影を2層MLPに変更してモダリティを融合

─ アカデミックタスク指向のデータセット，ShareGPTのデータセットを追加

─ 画像サイズを224から336にスケーリング

─ LLMを13Bにスケーリング

Improved Baselines with Visual Instruction 
Tuning： LLaVA 1.5, 2023, arXiv
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✓GPT-4を小規模で再現することに取り組んだモデル

✓モデルはVicuna(言語モデル)×ViT(視覚モデル)×Q-Former(融合)

MiniGPT-4: Enhancing Vision-Language Understanding with
Advanced Large Language Models, 2023, arXiv
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✓テキスト・画像・オブジェクトの領域を扱うモデル

✓ゼロショットでGroundingが可能

✓ In-Context Learningを用いることも可能

Kosmos-2: Grounding Multimodal Large Language
Models to the World, 2023, arXiv
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✓Googleによって公開されたマルチモーダルモデル

✓モデル構造は公開（？）されている

✓Ultra, Pro, Nanoの3サイズが存在し，UltraはGPT-4を上回る，とも

Gemini: A Family of Highly Capable Multimodal
Models, 2023, arXiv
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✓視覚モデルとLLMの融合による大規模視覚言語モデルが登場

─ クラス識別などの物体認識からキャプショニングなどが高性能

✓モデルサイズ・学習データの増大による更なる性能向上が期待

今後の展望

✓高度な専門知識の獲得

─ 外観検査や医用画像認識に特化したモデルは未登場

✓下流タスクへの効率的な汎化

─ 既存の大規模視覚言語モデルでは追加学習も困難

─ データセット面： Few-Shot Learning

─ リソース面： In-Context Learning

結論
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